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境 町 か ら 下流 の 流 路 は 昔 , 鬼怒 川 の 支流 で あっ た 広 河 の 

筋 で ある . 広 河 は 大 山 , 釈 逝 , 長井 戸 の 沼沢 の 水 を 集め 

て 東 流し , 蘭 沼 を 経て , 手賀 沼 を 合わ せ て か ら 朱 怒 川 に 

注い で いた . 承 応 3 年 の 工事 に よっ て , この 川筋 は 利根 

川 の も や の と な っ た . 平 持 門 は , 人 津 江 ( 長 井戸 ) の 辺 を 遊 

び , 広 河 の 流れ に ゃ 船 を 浮か べ , 撲 橋 を 京 の 山崎 に た と 

え , 相馬 大 井 津 を 京 の 大 津 に 舞 し た ほど だ か ら , 当時 の 

商 沼 は 大 き な 湖 沼 だ っ た の だ ろう . 境 よ り 上 に ある 木 問 | 関宿 町 と 境 町 と を 結ぶ 衣 橋 (水海道 ). 
ヶ 瀬 は 持 門 が 馬 で 渡渉 し た 「 騎 馬 ヶ 瀬 」 の 変化 だ と いう . 
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布佐 か ら 和 栗橋 まで が 「 中 利根 」 と よ ば れ , 栗橋 上 流 は 「 上 

利根 」 で ある . ここ に は 昔 , 幕府 の 関所 が あり , 日 光 所 re 5 ne 
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沼 代用 水 が 引 か れ て いる . 享 保 13(1728) 年, 

日 光 門主 が 持 軍 吉 氷 を うな が し て 見 沼 汐 井 
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の 軸 
妻沼 下流 の 貞明 (染谷 ) 


折 ぐ 戻 麺 ぷす て で や っ 媒 " 陸 ロ 殿 也 ぐ 
表 * 移 札 で りう 尽 貸 / 編 号 11 時 6@ ポ 圭 式 


りら” る ヨミ 6 六 履 性 QQ 拓 理 所 の 窒 埋 
り 6 表 蘭 り 着 \ ぬ る 咽 表 の @ 宣 所 の 訪 
S” ] 中 三 り 息 『 り 近 召 り 下 2” 1 
民 滋 有る ぶる ゴミ 6 問 刻 称 姓 『 じ 皇 淫 下 や 
吾 獣 的 誠 の 2nP で 所" る ヨ コミ 
S で 編 表 奄 人 為 べ 害 再 表 り 抽 ずつ 


島川 人 鞭 


上 流 


ュ 6 
幅 
K 
棚 
宮 


7 所 賜 下 三 NG 電 気 青く 号 評 葉 J” 
民 興 三 J6 0 据 晴 財 能 6 証 叶 7 把 /「 確 起 
宮 」 ざ 8 応 り う ろり の 筑 SN69 りり て 補 
り 6 下 G 握 誤 流 ” 普 り 玩 記 宮 王 4@ ゞ " 
下り E 政 三 り 約 "お 64QNQ? 編 飛 ペ 
当 り 生 現 三 玖 藤 握 据 散り 志 聡 三 り で 
つづ りら っ 央 江 / 浪 沙 羽生 6 球 り 翌 宣 り 油 
ゃ ” ポ っ お 除電 6 パ 人 で 隊 叱る K 写 必 


広瀬 


手前 の 細い 川 が 


ヲ 

0 

ヽ N〆 

細 
"や 

my 

)J 

汐 7 
避 

記 


紹 
S 
ツ 
穫 
に 1 


舞 @ 据 三 | 頻 り "編入 篤 紅 っ 知り 
坦 芯 据 嗣 骨 和 る 尋 ン ” 舞 喜 中 記 可 三 で 
案 ・ 條 牌 りう で 詞 室 帳 敵 知っ の 半生 7 
菩 穴 6 競 嘱 守 圭 候 117 人 者 民 装 羽 燈 か 知 
太 うろ? 緒 握 G ゴ 畠 二 Mt く TU 余 Q 素 
式 咽 信 坦 只 1 恨 装 民 ペ だ 『 羽 対 る 
つ 矢 喜 う ? ざり 民生 下 六 G 選 三 呈 据 り 
世 G 商 和 う る Q ぐ や” 皿 主 1O(1 尽 
川 人 ) 和 時 G 球 り 評 記 府 王 QG 忠 装 療 貴 例 
〇 ・ 田 恨 装 民 迷 ( 貯 綴 )^ 四 謀 1111(1 
還 や ) 和 時 QRK ふ SL 形 り 8 | ・ 思 民 判 
選 溢 ( 三 路 ) り 背 つ 9 考 応 忠 軍 家計 が 定 
還 10 千 あく ・ や ※ ( 葉 や )^ 堅 許 1111 衝 
PR・111※※ ( 骨 究 ” 志 園 所 迷 料 や ・ 表 ) 
PS P 羽 ? 宮 坦 ” 案 聴 三 可 徐 り 愉 K ュ 
> 4U 大 G 無 旋 り 『 じ 束 祥 小 忘 黒 熱 穫 韻 
や て "所 三 芯 際 る? る くり 取 画 暑 哀 誌 川 く ? 
式 選 暑 哉 1111 筑 宜 も で 王 表 居 家 4 
政 揺 型 択 失 組 葉 り 下 び 殖 案 称 和 SQ 
款 穴 G 共 6 尾 ぬり っ xy0 和 7 湯 革 
間組 GK 前 ポ り 氏 り / 押 K 玉 玉 己 所 
十 更 称 准 個 つ ” 型 共 り 起 『 揚 弥 半 り 
度 間 づつ 骸 め 人 QQYn? 褒 聴 三愛 Q 政 生 り る 
会 め 民 7 振 泌 壮 評 皿 湯 1 K 邊 
NPG 人 OO 生還 7 据 貴 委 つ いり 1 1 

角 る 虹 T 8 の うろ 人 愉 詞 上 矢 下 09 で 
内 ぐ やつ に 導 G 貴 机 走 県 る 才 お 字 所 め 7 


旨 
四 
り 
抱 
hG 
記 - 
に つっ) 
問 ) 
- 握 
| 
還 
せ 


臣 J@ 臣 P 志 窟 ミ リ 4mOt で US か 
ざり 筑 也 喉 選 (1 KKO) 千 ” Q 握 旦 
冥 雨 介 徹 間 洛 つけ ” 閥 陸 三 幸 り さ 
^ D 舞 刀 だ 所 壮年 で ” 守 評 人 で 明 誠 
虹 り "全能 や 正三 りか \@ で 8 5 
<QU 舞 沙 條 時 上 せ 球 誤 雪 家 マ つ 中 
届 あ 民 K 所 選民 けり 手中 称 職 り じ 菩 移 
中 据 つ 対内 る 6 世 篤 K 叫 刻 臣 6 閑 民 


36 


37 


か 


沼 之 上 上 より や や 上 上流 に か が る 吊 析 ( 軍 崎 ) 


利 宮 つけ で 押上 尽 ゃ ” 論 窟 和 國 か? 


振 め 所 嘱 " 尋 N ゴ "人 豆 所 落 ぐ ネ 宮 
り 守 革 路 6 川 坊 學 棋 つ ^ 近 り 掲 * 共 守 り 
や 往 巡 握 や り ざ ツリ だら 。 り G 墓 衣 < 衝 
宮 せ ] 川 全 ミ ” 党 王 だ や 人 三 ざ 38S0m 


5 や ペー- 


ぐり 計 T ざり 愉 筑 志村 G 素 斗 乱 や 候 
三 据 か @” 翌 験 G 芋 人 る で 洋間 だ 拓 
DGP” 下川 計 " 語 舞 べ G 半 家 色 


や 中 三 称 虹 る 旭 握 明 * 選 誰 光央 認 十 ・ 
ベ 挟 戻 華 G 忌 畑 篤 癌 握り 示 つ 衣 G め 4SN67 
の つ 慰 左記 宮 G 音 宮 り 合羽 基 編 三江 
据 で り る 5Q? り G 共 三 補 光 お < で 尽 反 
G 記 聴 三 S 抽 畑 宮 の 2 で GS 財 @ 窟 暑 
三 鈴 衣 所 引 表 人 る べ 介 見 球 で 迄 際 世 
G 振 SQ 所 三 宮 妨 要 で で” 慈 明 責 
ざれ 9 で や る お 往 了 世 下 入 幅 握 つ " 避 演 " 


良 二 議 了 柱 問 。 折 電 際 折 、 


ま 台 宮 ” 舞 遇 り " 作 際 め 眉 三 邊 大 


2) で 


D^ SR 比 三 ツ 開 め Q@ で けろ お 9 SR 履 


役人 で 孔 り D か お 球 ご 篤 慈 曰 G 
や こう 交 ⑯ つ ろ で 手 和 ” ド 比 表し 
R 填 の 2 か TGM 27nP 6 人 の 
反 G 忌 畑中 羽 く (1 田上 時 人 K 所 
十 11(1 全国 ) 寺 G 寺 信人 SG つ か りす G 
握 近 り 記 で りく る ぐ の 虹 て 6? 


前 橋 の 北方 ” 坂東 橋 を 上 流 か ら 見 る 。 その た 
= も ゃ と がち 広瀬, 桃 之 木 の 用 水 が 導 か れる . 利 
根 川 あ いよ いよ 山地 に 入る . 利根 川 流域 は 平 。 - 
地 5 割 8 分 , 山地 4 割 2 分 と な っ て いる (前 橋 ) 二 


継 戸 の 内 岩 . 大 久保 附近 か ら 上 流 ぎ 見 る (沼田). 


と 4 


渋川 町 か ら 上 流 は 赤城 山 , 子 持 山 が 迫る 内 下 を 蛇行 . 河 幅 は 70 一 250 m, 配 0 内 外 と 
な る . また 上 り , 沼田 南方 て 片品 川 が 左 江 に 合流 .・ こ こ か ら 奥 の 利根 川 を 「 利 根 入 」 と いう . 
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SS - ご 沼田 市 . 赤城 山西 北 世 三峰 山 の 南 禁 , 利根川 左 涯 (沼田). 
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後 閑 , 手前 が 利根 川 


沼田 か ら 河 幅 100-300m で 湖 り , 月 夜 野 
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し , 流 身 が 洋次 移動 し て いる . その 吐 品 
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